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2000 年以降の現代美術（1）
―國府理《虹の高地》にみる作品のありかた―
Contemporary Art Scene since 2000 (1)

































































陸横断旅行「HAAS プロジェクト」に、國府は参加した。帰国後に手にした雑誌 2 で、米空軍のキティ















































































が開かれた。「トリエンナーレ」とは「3 年に 1 回開かれる芸術祭」を意味するイタリア語で、「2




























（左）《焦熱の大地》 2013 年 145 × 170 × 435cm 自動車、ヒーター、再生バラス、砂、噴霧器 制作協力：千島土地株式会社 
（右）《虹の高地》 2008 年／ 2013 年 145 × 169 × 445cm 苔、自動車、噴霧器 「あいちトリエンナーレ 2013」での展示風景 
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　國府の滞在や展覧会が始まる 2014 年 4 月およびその前の時期の青森は、まだ深い雪に閉ざされ
ている。展示することになった《虹の高地》は、青森が降雪する前、つまり、あいちトリエンナー
レの会期が終わった 2013 年 10 月 27 日から数日間を掛けて、國府自身が運転するトラックで、
名古屋から青森へ搬入された。


























は再開されなかったが、会期終了日である 6 月 22 日まで、作品はそのまま会場に置かれた。そし
て國府が予想した通り、《虹の高地》の車体に盛られた土からは、さまざま種類の芽がたくさん出
ていた。
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